
平成２９年度 学力向上全体計画                                    中野区立西中野小学校 
 

○東京都教育委員会の指導目標 
・互いに人格を尊重し、思いやりと規
範意識のある人間を育成する。 

・社会の一員として、社会に貢献しよ
うとする人間を育成する。 

・自ら考え行動する、個性と想像力豊
かな人間を育成する。 

○中野区立学校の指導目標 
・生涯にわたり平和を愛し、自由を尊
ぶとともに、規範意識の高い、心身
ともに健やかな児童の育成を図る。 

 学校の教育目標 
豊かな心と広い視野をもち、国際社会をたく

ましく生きる児童を育てる。 
 
 
・かしこく   自分から進んで考える子 

・やさしく   相手の気持ちを思いやる子 

・たくましく  互いに高め合う子 

 ○学校、地域の実態 
・学校を中心に地域が一体とな
って児童の成長を見守る雰囲
気がある。 

・学校教育に対する期待が高く、
保護者も教育熱心である。 

・青少年育成活動が盛んで、地
域との絆が強い。 

・保護者・地域の方々が学年学
級の学習活動に進んで協力し
てくれる。 

 

 学校経営方針（学力にかかわる要点） 

・基礎的、基本的な知識、技能の確実な習得 
・思考力、判断力、表現力の育成 
・各学年、学級の課題に応じた授業改善プランの作成と授業改善 

 

 

本校における「学力」にかかわる課題 
・前学年までの基礎的事項が十分身に付いていないために、学習が遅れがちになったり、授業中に集中が持続しなかったりする児童
がいる。 

・語彙力や漢字習得の面で個人差が大きい。目的に応じて適切な言葉でまとめて書いて表現することがあまり得意ではない。 
・自ら進んで学習したり、話し合いを通して課題を解決したりしていく姿勢が、学年を追って乏しくなる。 

 

各教科の指導の重点 
・読書週間、読み聞かせ等による読解力
の向上。 

・計算ドリルや百マス計算、漢字ドリル
等の繰り返し学習による計算力・漢字
力の向上。 

・実験・観察や調べ学習による、自分の
考えをまとめ、発表する力の向上。 

・放課後や夏季休業中等の補充による学
習遅進児への個別指導。 

・家庭学習での音読・朗読による「聞く
力・話す力」の向上と意欲の高揚。 

・少人数指導による個に応じた指導と授
業改善。 

 本校が目指す学力 
 教育目標を達成するため、生涯学習の
視点に立ち、あらゆる教育の場と機会を
捉えて、児童理解を一層深め、一人ひと
りの個性を尊重し、人間性豊かな知・
徳・体の調和のとれた児童の育成を図
る。 
 
１．学習に興味・関心をもち、進んで 

取り組もうとする「意欲」「態度」 
２．学習の基礎となる「聞く力・話す 

力」「読む力・書く力」「計算す 
る力」 

３．自ら課題を見つけ解決しようとす 
る「考える力」「表現する力」 

 道徳教育の指導の重点 
・道徳の全体計画に基づき、あらゆる
教育活動を通して、基本的な生活習
慣の定着と望ましい人間関係の確
立、道徳的判断力と道徳的心情を高
め、道徳的実践力の向上を図る。 

 

 特別活動の指導の重点 
・特別活動の全体計画に基づき、望まし
い集団活動を通して、集団としての
自覚を深め、協力してよりよい生活
を築こうとする自主的・実践的な態
度を育てる。 

 

 

総合的な学習の時間の指導の重点 
・特色ある教育活動や国際理解教育等の
人とのかかわりを通して、コミュニケ
ーション能力の育成を図り、自国文化
や異文化を理解し、文化・伝統等を尊
重しようとする心を育てる。 

・地域素材の教材化を図り、環境、健康、
福祉教育等横断的・総合的な学習を通
して、自ら課題を見つけ、学び考え、
主体的に判断し、よりよく問題を解決
する能力を育てる。 

 進路指導の重点 
・生涯学習の視点に立ち、き
め細やかな児童理解を基
に進学指導や勤労体験活
動等を通して、自己の個性
や特性に気づき自立の基
礎をはぐくむとともに、一
人ひとりに即した生き方
教育を展開し、児童の自己
理解と自己実現を図る進
路指導を推進する。 

 生活指導の重点 
・あいさつの指導を重視して、思いや
りの心や望ましい人間関係の育成を
図る。また、「西中野のよい子」の
きまりを活用し、基本的な生活習慣
を身に付けるとともに、規律ある集
団生活ができる児童の育成を図る。 

・全校児童を対象としたセーフティ教
室や集団下校指導、引き取り訓練、
交通安全教室、自転車教室、全校朝
会での安全指導等を通して、安全や
防犯への意識を高める。 

授業改善に向けた学校全体としての授業改善の方策 

授業時数確保の 
工夫 

指導内容・ 
指導方法の工夫 

教育課程編成上の 
工夫 

校内における 
研究や研修の工夫 

評価活動の工夫 
家庭や地域との 
連携・協働の工夫 

・学校行事や会議
を精選し欠時数
を最小限にす
る。 

・週案に基づき標
準時数確保のた
め計画的に授業
を行う。 

・授業改善プラン等を
活用し、個に応じた
指導の充実を図る。 

・少人数指導を取り入
れ、基礎基本の指導
の充実を図る。 

・授業の導入を工夫
し、学ぶ意欲の向上
を図る。 

・指導の重点、特色 
ある学校づくり
の項目の中に、授
業改善と学力向
上についての目
標を明確に位置
づける。 

・夏季休業中の補充
学習を通して、基 
礎基本の確実な
習得を図る。 

・視点を絞り協議会
の活性化を図る。 

・若手教員の授業作
りに中堅教員が
参画し、授業力の
向上を図る。 

・研究授業だけでな
く、分科会を中心
に活発に実践報
告を行い、研究成
果を共有する。 

・作成した評価規準 
表を活用した評
価を行う。 

・形成的評価を行い 
指導と評価の一
体化を図る。 

・学力調査結果を生 
かし、学習方法や 
一斉学習や個別
学習の指導法の
改善を図る。 

・休業中や休業前に 
面談を実施し、学 
力調査結果から
個人の課題を明
確にし、家庭教育
との連携を図る。 

・授業参観等を通し 
て、家庭・地域に 
学校の教育活動
に対する理解と
協力を得る。 

 


